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主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。

Ｄ－Ｄ断面図

Ａ部断面 Ｂ部断面 Ｃ部断面

　　自動機械により開先加工を行う場合はその限りではない。
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スニップカット

　　　改良型スカラップ

　　　従来型スカラップ

　（ｄ）スカラップ

　　　梁フランジ両端から10mm以内の位置に行ってはならない。

（２）完全溶込み位置溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。

　　　（１）スカラップ半径 Sr　は35mmとする。Sr　は10mmとする。

　（ｅ）スニップカット

　　（１）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

　（ｆ）溶接部分の段差

　　（１）完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10mmを超える場合
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１.１　縁端距離及びボルト間隔等

１.３　鋼管分岐継手詳細

１.４　鉄骨溶接施工

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

Ａ（サブマージアーク自動溶接）
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被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接 Ｈ（被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

Ｈ（被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

Ｈ（被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

（ａ）フィラープレートの鋼材種別は，SS400とする。

　　　（２）スカラップ円弧の曲線は，フランジに滑らかに接するように加工し，複合円は滑らかに仕上げる。

（１）裏当て金の組立溶接は，接合部に影響を与えないように，エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い，

（１）エンドタブの形状は母材と同厚，同開先のものとする。

（２）エンドタブ・雲当て金・スプライスプレートの鋼材の種別及び引張強さによる区分は，母材と同等とする。
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表1.1　縁端距離及びボルト間隔　　（単位：mm）

表1.2　千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔　（単位：mm）
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表1.3　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径　（単位：mm）

45
50
60

25
28
35
35
40
40

12
16
16
20
20
22

g

65
70
75
80
90
100

45
50
55
50
50
55

22
24
24
24
24
24

125
130

60
60

24
24

150
175
200

40
55
70
90

35

100
125
150
175
200
250
300
350
400

56
75
90
105
120
150
150
140
140

16
16
22
22
24
24
24
24
24

20
20
22
22
24
24

12
35
40
40
45
50
55

30
65
70
75
80
90
100

50

40
70
90

Ａ又

はＢ

最大

軸径
Ｂ

最大

軸径
Ｂ

最大

軸径

※1　千鳥打ちとした場合

（ｂ）千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

（ｃ）形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

突合せ継手の開先標準
（単位：mm）
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１.２　溶接継手の種類別開先標準

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

　　　千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔は，表1.2による。

　　　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径は，表1.3による。

被覆アーク溶接，ガスシールドアーク溶接

（ａ）縁端距離及びボルト間隔

　　　縁端距離及びボルト間隔は，表1.1による。

　　　ただし，引張材の接合部分において，せん断力を受けるボルトが応力方向に３本以上並ばない場合の縁端距離は，特記

　　　による。特記がなければ，ボルト軸径の2.5倍以上とする。

　　　また，アンカーボルトの縁端距離は特記による。
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※溶接作業にあたっては、飛び火、対称（防火シート養生、消火器設置等）を十分に講じ、監理者の確認の上作業を行うこと。
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※溶接作業にあたっては、飛び火、対称（防火シート養生、消火器設置等）を十分に講じ、監理者の確認の上作業を行うこと。
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